
市社協発！

校(地)区社協活動情報！

大分市社会福祉協議会 No.36（令和8年3月発行）

ふくしの風
校（地）区社協関係者を対象に「小地域福祉ネットワーク活動事業について」「住民主体の集いの

場について」「終活から考える権利擁護」「地域における移動支援」の４テーマで研修会を開催し、
会場参加者・オンライン（ZOOM）参加者延べ271人の方にご参加いただきました！
それぞれの研修会の概要や校（地）区社協の発表内容を紹介します。

テーマ② 住民主体の集いの場について

鶴崎校区社協「つるさきカフェ・はなみずき」

「集いの場」が必要とされている背景や効果について、大分市長寿福祉課の
梅尾専門員よりお話しいただきました。また、住民主体で「集いの場」の活動
に取り組んでいる鶴崎校区社会福祉協議会と坂ノ市校区社会福祉協議会から
取り組み発表をしていただきました。

小地域福祉ネットワーク活動は、大分市内の全ての校（地）区社協が取り組ん
でいる活動です。校（地）区社協を中心に、地域の実情に合わせた様々な活動を
行っています。
また、各校（地）区社協に1～2名地域福祉推進委員を配置し、小地域福祉

ネットワーク活動の推進を図っています。

坂ノ市校区社協「出張サロン」

小地域福祉ネットワーク活動とは

小地域福祉ネットワーク活動は、見守り活動・話し合い活動・助け合い活動の3つの活動で構成され
ています。

地域のふれあい対象者へアンケート調査を行った結果、「住民同士がつ
ながる場」を求める意見が多かったため、誰もが気軽に寄れる場づくりと
して、令和2年度から活動を開始しました。
開催日時：毎週第２月曜日 14：00～
開催場所：鶴崎校区公民館
参加費 ：100円/人（お菓子、お茶代）

小山さん 福羅さん 佐藤さん

「サロン」が立ち上がっていない地域の民生委員から、サロンを立ち上げたいが、なかなか話が進ま
ないとの相談があり、坂ノ市校区社協の有志により、お試しで「おでかけサロン」をはじめました。

研修会では、鶴崎校区社協顧問の小山さん、地域福祉推進委員の福羅さん、

佐藤さんから取り組み発表をして頂きました。

〔活動内容〕
活動時期：毎年１０月～１１月頃 年１回
場 所：坂ノ市校区 木田東部・西部公民館
運営協力：主）担当地区の民生委員

副）坂ノ市校区の有志民生委員
他）自治会関係者など

内 容：主に脳トレ・体操などを始めに１０分
その後は企画したゲーム
レクレーションを中心に実施

その他 ：ゲームの景品や食事（お弁当）も提供

研修会では、坂ノ市校区
地域福祉推進委員の廣田
さん、安達さんから取り
組み発表をして頂きまし
た。

廣田さん 安達さん

通いの場が持つチカラ

〔フレイル予防や健康への効果〕
●人との交流が週1回未満→健康リスクに！
週1回以上、同居以外の他者と連絡を取り合うことが重要

●運動、栄養、社会参加の3本柱が重要
→地域で通いの場を行うことで、地域の支え合いの仕組みが醸成され、孤独・孤立予防にも寄与する

テーマ① 小地域福祉ネットワーク活動事業について

郵便物や新聞が
郵便受けにたまっている

夜になっても
家に明かりがつかない

引っ越してきたばかりで
周囲になじめていない

気になる事が
あれば
自治会長や
民生委員、
専門相談機関
に相談

************************見守り活動************************

地域にいる一人暮らし高齢者や障がいのある方、ひとり親世帯等、ちょっと気になる方（ふれ
あい対象者）を、地域住民同士で見守りを行っています。大分市社協では、活動に協力してくれ
る方を「ふれあい協力者」として登録しています。

〔例えばこんな見守りをしています！〕

********話し合い活動********

地域の自治会長や民生委員、ふれあい協

力者、専門相談機関等で、地域の現状や課
題等について話し合い、解決策等の検討を
行います。

判田校区社協
小地域ネットワーク会議

春日校区社協
福祉研修会

********助け合い活動********

話し合いを行う中で、地域住民同士の助け合
いで解決できる課題について活動を行います。
例）居場所づくり（サロン等）支援、生活支援
サービスの実施、お弁当配布等

西の台校区社協
ふれあい七夕の集い

戸次地区社協
「まごころ弁当」配布

当日の動画はこちら

当日の動画はこちら

通いの場→介護予防を目的とした、定期的に集まる場
集いの場→地域住民のつながりづくりを目的とした場



テーマ③ 終活から考える権利擁護

佐賀関大規模火災～佐賀関地区社協・こうざき校区社協～

吉野校区社協「外出支援事業」

こんな相談先があります！

●終活とは
人生の終盤に向けて、様々な準備や整理を進める事
⇒相続、財産の整理、医療・介護の希望、葬儀・お墓について等

大分市成年後見センターの山下主事より、権利擁護支援についての概要や必要性、終活についてお話
いただきました。また、大分市社協が実施している支援の「あんしんサポート」について、鶴原主査よ
りお話しいただきました。

終活って何 ?

権利擁護支援とは？

判断能力が不十分な人々の権利を守り、尊重された
生活を送れるように支援を行います。

買い物や預金の引き出しのための送迎などの生活支援だけではなく、公民館行事やサロンの参加
支援を行うためにサポーターを募集し、吉野校区内の移動を支援しています。（令和6年10月開始）

【活動概要】
対 象 者 ：主に高齢者で、自ら運転して外出ができない方
利 用 料 ：無料（１人月２回まで）

サポーター活動費：1回５００円（校区社協から支給）

サロン楽し
かった♪

年金が入ったから
郵便局まで来れて
助かった～！

【利用実績】
令和6年10月～令和7年9月
利 用 者 ：19名
利用件数 ：75件

登録サポーター：16名

主な行先

バス停 郵便局

理容店 直売所

サロン コンビニ

ペタンク 喫茶店

校区公民館

********大分市成年後見センター********

判断能力が十分でない方が自分自身の権利を守り、
自分らしく安心して暮らせる地域づくりを目的として、
成年後見制度の利用促進のため、
①成年後見制度に関する相談及び利用支援
②成年後見制度の普及、啓発
③市民後見人の育成 等を行っています。

****あんしんサポートセンター大分****

判断能力が十分でない方を対象に、
①福祉サービス利用のお手伝い
②日常生活に必要な手続きの手伝い
③日常的な金銭管理
④大切な書類のお預かり
などの支援を行っています。

令和7年11月18日に発生した佐賀関大規模火災において、地域の方々やボランティアの方々、関係機
関等と協力しながら、被災者の支援に取り組んでいます。
今回被災された方々の支援に伴い、特に佐賀関地区社協やこうざき校区等の地元の校（地）区社協の
力を借りながら支援にあたりました。

佐賀関地区社協との連携

佐賀関地区社協の方々には、被災者の仮
住まいになる予定である、市営住宅の清掃
活動等にご協力いただきました。また、入
居者をあたたかい気持ちで迎えられるよう
に、折り鶴やお手紙をご準備くださいまし
た。

こうざき校区社協の方々には、仮住まい
先への家電等の生活物品の搬入等にご協力
いただきました。また、日頃よりこうざき
校区社協と一緒に活動している大分大学の
学生の方もご協力くださいました！

こうざき校区社協との連携

大分市社協では引き続き、
被災された方への個別訪問を通じた見守り支援や、被災地域住民主体
で行っているコミュニティ再建に向けて支援を行ってまいります！

独居高齢者、高齢者のみ世帯の増加により、
三世代同居時代にあった家庭内の助け合い機能が期待できない

高齢者の外出手段の確保が課題に！
コミュニケーションが少ない高齢者が会話・交流しやすい
環境づくりが必要地域の助け合い機能で解決できないだろうか…

テーマ④地域における移動支援

NPO法人全国移動サービスネットワーク副理事の河崎民子氏をお招きし、地域における移動手段の確保
や全国的な動向や事例についてお話いただきました。また、大分市内の移動支援の取り組み事例として、
吉野校区社協が実施している「外出支援事業」と社会福祉法人誠心会が社会貢献事業として実施してい
る「ほたる便」の活動について発表していただきました。

移動支援が始まった背景

大分県内でも国
東市・日田市な
どの一部地域で、
住民主体の移動
支援が行われて
います！

当日の動画はこちら

山下主事 鶴原主査

【問い合わせ先】
社会福祉法人 大分市社会福祉協議会
地域福祉課 地域福祉係
TEL:097-547-7418

地域の活動の
様子をSNSでも
発信しています
ので是非ご覧
ください！

フェイスブックインスタグラム
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